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(57)【要約】
【課題】被験者側からの操作により被験者の心電データ
を簡単にかつ迅速に専門医に伝送できる心電データ伝送
システムを実現する。
【解決手段】心電データ伝送システム１は、心電計１０
と、心電データ１０Ａをその計測時間と対応させて記憶
する記憶装置１２と、コンピュータ・ネットワーク１１
経由で受信した心電データ１０Ａを表示する表示端末１
３、１４とを備える。記憶装置１２は、その入力手段に
入力される入力操作に応じて、前もって設定された所定
の時間範囲に対応した心電データ１０Ａに心電計１０の
識別情報を付加して送信データ１１Ａとし、コンピュー
タ・ネットワーク１１上に前もって設定された送信先に
宛てて送信する。表示端末１３、１４は、送信先として
設定可能とされて、受信した送信データ１１Ａから心電
データ１０Ａをその計測時刻および心電計１０の識別情
報と対応させて抽出して表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の１２誘導の心電データをコンピュータ・ネットワーク経由で伝送する心電デー
タ伝送システムであって、
　前記被験者に取り付けられて当該被験者の１２誘導の前記心電データを計測する心電計
と、
　前記コンピュータ・ネットワークに接続され、前記心電計が計測した前記心電データを
その計測時間と対応させて記憶する記憶装置と、
　前記コンピュータ・ネットワークに接続されて、当該コンピュータ・ネットワーク経由
で受信した心電データを表示する表示端末と、を備え、
　前記記憶装置は、当該記憶装置に設けられた入力手段に入力される入力操作に応じて、
前もって設定された所定の時間範囲に対応した前記心電データに当該心電データを計測し
た前記心電計の識別情報を付加して送信データとし、さらに、当該送信データを前記コン
ピュータ・ネットワーク上に前もって設定された送信先に宛てて送信し、
　前記表示端末は、前記送信先として設定可能とされて、受信した前記送信データから前
記心電データをその計測時刻および前記心電計の前記識別情報と対応させて抽出して表示
することを特徴とする心電データ伝送システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の心電データ伝送システムであって、
　前記表示端末を複数備え、前記記憶装置は、前記送信データを複数の前記送信先に送信
し、かつ、当該送信の際に前記送信データのデータ形式を複数の前記送信先のそれぞれに
対応させて切り替えて送信することを特徴とする心電データ伝送システム。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の心電データ伝送システムであって、
　前記記憶装置は、前記コンピュータ・ネットワークに常時接続され、前記心電計は、前
記記憶装置とは別体に形成されて、前記心電データを前記記憶装置に前記コンピュータ・
ネットワークを介さずに無線送信することを特徴とする心電データ伝送システム。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の心電データ伝送システムであって、
　前記送信データを前記コンピュータ・ネットワーク内に保存して管理するためのサーバ
ーを備え、前記記憶装置は、その前記送信データの前記送信先のうち少なくとも１つを前
記サーバーに設定し、前記表示端末のうち少なくとも１つは、前記コンピュータ・ネット
ワークを介して前記サーバー内に保存された前記送信データに対して参照アクセスを行う
ことができる構成とされ、前記サーバーは、前記コンピュータ・ネットワークを介した前
記表示端末からの前記参照アクセスに応じて、この前記表示端末に前記参照アクセスのあ
った前記送信データを送信することを特徴とする心電データ伝送システム。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、心電データ伝送システムに関する。詳しくは、被験者の１２誘導の心電デー
タをコンピュータ・ネットワーク経由で伝送する心電データ伝送システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検者の心電図等の生体情報をモニタする生体情報モニタシステムに関して、特
許文献１に開示されたような技術があった。この技術では、まず被験者に装着したセンサ
ユニットにより被験者の心電図データを取得し、この心電図データをBlueTooth（登録商
標）等の微弱電力型の無線通信ネットワークを介して被験者に装着された無線中継器に送
信する。無線中継器は、センサユニットから受信したデータを無線ＬＡＮ（Local Area N
etwork）等の無線ネットワークを介して被験者から離れた位置にあるセンタ装置へ無線送
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信する。センタ装置は、無線中継器を介してセンサユニットに起動信号を与えることでセ
ンサユニットを機能させて、無線中継器から受信したデータを基にして被験者の状態を判
断する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１４３９５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方、心疾患モニタの重要性から、１２誘導の心電図モニタのための心電データ伝送シ
ステムを望む声が増えてきている。ここで、１２誘導の心電データはその判読が難しいた
め、専門医による診断が望まれる。また、心疾患の症状の多くは突発性かつ一過性のもの
であり、心疾患の発症時または発症直後の心電データが得られることは心疾患の診断およ
び早期治療において重要となる。
　しかし、上記従来技術には、１２誘導の心電図モニタのための心電データ伝送システム
に適用するに当たって、以下のような問題があった。すなわち、被験者側の操作者はセン
サユニットを起動させることができず、被験者の心電データの取得および伝送の開始をセ
ンタ装置側に依頼しなければならなかった。そのため、心疾患を発症した被験者の心電デ
ータを伝送する際に手間がかかり、迅速な診断および早期治療が難しくなるという問題が
あった。
　本発明は、上述した問題を解決するものとして創案されたものである。すなわち、本発
明が解決しようとする課題は、被験者側からの操作により被験者の心電データを簡単にか
つ迅速に専門医に伝送できる心電データ伝送システムを実現することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の車両用シートは次の手段をとる。
　まず、第１の発明は、被験者の１２誘導の心電データをコンピュータ・ネットワーク経
由で伝送する心電データ伝送システムである。この心電データ伝送システムは、被験者に
取り付けられてこの被験者の１２誘導の心電データを計測する心電計と、コンピュータ・
ネットワークに接続され、心電計が計測した心電データをその計測時間と対応させて記憶
する記憶装置と、コンピュータ・ネットワークに接続されて、このコンピュータ・ネット
ワーク経由で受信した心電データを表示する表示端末と、を備えている。記憶装置は、こ
の記憶装置に設けられた入力手段に入力される入力操作に応じて、前もって設定された所
定の時間範囲に対応した心電データにこの心電データを計測した心電計の識別情報を付加
して送信データとし、さらに、この送信データをコンピュータ・ネットワーク上に前もっ
て設定された送信先に宛てて送信する。表示端末は、送信先として設定可能とされて、受
信した送信データから心電データをその計測時刻および心電計の識別情報と対応させて抽
出して表示する。
　この第１の発明によれば、記憶装置の入力手段に１回入力操作を行うだけで、被験者の
１２誘導の心電データが送信先に送信される。これにより、記憶装置を被験者の近くに置
くことで、心電データの伝送を被験者側の操作者が簡単に行えるようになり、被験者の心
電データを迅速に専門医に伝送することができる。そして、被験者の心電データの取得お
よび伝送のタイミングを被験者側の操作者が決定できるようになることで、専門医に診断
を依頼する心電データをより適切に選択することができる。
　さらに、表示端末は心電データをその計測時刻および心電計の識別情報とを対応させて
表示するので、専門医は伝送された心電データを取り違えることなく被験者の診断をする
ことができる。
【０００６】
　ついで、第２の発明は、上述した第１の発明において、表示端末を複数備え、記憶装置
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は、送信データを複数の送信先に送信し、かつ、この送信の際に送信データのデータ形式
を複数の送信先のそれぞれに対応させて切り替えるものである。
　１２誘導の心電データは、そのデータ量が膨大であるため、伝送の際にはデータを圧縮
する必要がある。データの圧縮技術としては、低圧縮率となる代わりに原データを損なわ
ない可逆圧縮法と、原データからの誤差を前提に高圧縮率を実現する不可逆圧縮法と、が
知られている。
　ここで、上記第２の発明によれば、送信データは送信先となる各表示端末の処理能力に
応じて異なるデータ形式で送信される。このため、例えばメモリ量が多い大型の表示端末
には原データが損なわれることなく可逆圧縮法により送られ、メモリ量が少ない携帯型の
表示端末には不可逆圧縮法による高圧縮率のデータが送られる。これにより、専門医はど
こにいても携帯型の表示端末により被験者の心電データを受信して診断をすることができ
る。また、専門医の近くに大型の表示端末がある場合は、心電データの原データを基にし
てより正確な診断をすることができる。
【０００７】
　さらに、第３の発明は、上述した第１または第２の発明において、記憶装置は、コンピ
ュータ・ネットワークに常時接続され、心電計は、記憶装置とは別体に形成されて、心電
データを記憶装置に上記コンピュータ・ネットワークを介さずに無線送信するものである
。
　この第３の発明によれば、記憶装置をコンピュータ・ネットワークに常時接続させるこ
とで、心電データの伝送の際にコンピュータ・ネットワークへの接続にかかる時間を省い
て、心電データをより迅速に伝送することができる。さらに、記憶装置を被験者に取り付
ける必要をなくして、被験者にかかる負担を減少させることができる。
【０００８】
　さらに、第４の発明は、上述した第１ないし第３の発明のいずれかにおいて、上記送信
データをコンピュータ・ネットワーク内に保存して管理するためのサーバーを備え、記憶
装置は、その送信データの送信先のうち少なくとも１つをサーバーに設定し、表示端末の
うち少なくとも１つは、コンピュータ・ネットワークを介してサーバー内に保存された送
信データに対して参照アクセスを行うことができる構成とされ、サーバーは、コンピュー
タ・ネットワークを介した表示端末からの参照アクセスに応じて、この表示端末に参照ア
クセスのあった送信データを送信するものである。
　この第４の発明によれば、送信データはサーバーによりコンピュータ・ネットワーク内
に保存され、表示端末で後から参照できる状態となる。これにより、被験者の心電データ
の伝送時に専門医が送信データに対応できない状態であっても、専門医は後から被験者の
診断をすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態を表すブロック図である。
【図２】図１の心電計および記憶装置の構成を表すブロック図である。
【図３】図２の表示手段および入力手段の表示形態を表す概念図である。
【図４】図２の表示手段および入力手段の表示形態を表す概念図である。
【図５】本発明の第２の実施形態を表すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明を実施するための形態について、図面を用いて説明する。
〈第１の実施形態〉
　始めに、第１の実施形態に係る心電データ伝送システム１の構成について、図１ないし
図４を用いて説明する。この心電データ伝送システム１は、図１に示すように、病院外現
場にいる被験者Ｐの１２誘導の心電信号Ｐ１をデータ化し、インターネット等のコンピュ
ータ・ネットワーク１１を介して遠隔地にいる専門医Ｄの下に伝送するためのものである
。ここで、「病院外現場」とは、例えば救急医療、災害医療、在宅医療、または、訪問看
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護等の、専門医Ｄを確保することができない医療の現場のことをいう。
　心電データ伝送システム１は、心電計１０、記憶装置１２、表示端末１３、１４、１５
、１６、および、サーバー１７を備えている。ここで、表示端末１３、１４、１５、１６
、および、サーバー１７は、上述したコンピュータ・ネットワーク１１に常時接続されて
いる。
【００１１】
　上記心電計１０は、記憶装置１２と一体に形成されて、被験者Ｐに取り付けることがで
きるように構成されている。そして、心電計１０は、被験者Ｐに取り付けた状態で心電計
１０および記憶装置１２の電源（図示省略）を入れると、被験者Ｐの１２誘導の心電信号
Ｐ１を自動的に計測し、記憶装置１２に心電データ１０Ａとして実時間で伝送するように
なっている。
　上記記憶装置１２は、心電計１０に有線接続されて、近くにいる操作者Ｍが入力操作Ｍ
１を行うことができるように構成されている。ここで、操作者Ｍは記憶装置１２の近くに
いる人間であればよく、被験者Ｐ自身が操作者Ｍとして入力操作Ｍ１を行うこともできる
。
　記憶装置１２は、図２に示すように、第１の記憶手段１２Ａと、第２の記憶手段１２Ｂ
と、入力手段１２Ｃと、時刻計測手段１２Ｄと、抽出手段１２Ｅと、表示手段１２Ｆと、
送信データ出力手段１２Ｇと、を備えている。
【００１２】
　時刻計測手段１２Ｄは、現在時刻Ｔおよび現在時刻Ｔを基準として所定の時間だけ過去
の時刻Ｔ１、Ｔ２（ただしＴ２はＴ１よりも過去の時刻）を出力する。本実施形態では、
時刻Ｔ２は現在時刻Ｔの２分前に設定されている。また、時刻Ｔ１は初期状態で現在時刻
Ｔの５秒前に設定され、後述する入力手段１２Ｃからの制御信号Ｍ２に応じて現在時刻Ｔ
の５秒前、１０秒前、２０秒前のいずれかに切り替えられる。
【００１３】
　第１の記憶手段１２Ａには、心電計１０および被験者Ｐの各識別符号と、表示端末１３
、１４、および、サーバー１７のコンピュータ・ネットワーク１１上のアドレスと、がそ
れぞれ前もって記憶されている。ここで、被験者Ｐとなる対象が１人に特定されない場合
、上記識別符号は被験者Ｐとなる対象ごとにそれぞれ記憶されて、被験者Ｐに応じて切り
替えられる。
　上記アドレスは、被験者Ｐの識別符号に対応して記憶され、この被験者Ｐの心電データ
１０Ａを送信するべき送信先として前もって設定される。ただし、アドレスの中に心電デ
ータ１０Ａの送信先として前もって設定されていないものがあってもよい。また、第１の
記憶手段１２Ａが被験者Ｐの識別符号を複数記憶している場合、被験者Ｐの識別符号の中
に心電データ１０Ａの送信先が設定されていないものがあってもよい。
【００１４】
　第２の記憶手段１２Ｂは、心電計１０から伝送された心電データ１０Ａをその計測時刻
（すなわち、心電データ１０Ａの伝送時における現在時刻Ｔ）と対応させて記憶するよう
に構成されている。
　ここで、記憶装置１２は、心電データ１０Ａに欠測がある場合、その欠測データに対応
させて、時刻の関数として算出される矩形波のデータ（図３参照）を第２の記憶手段１２
Ｂに記憶させるようになっている。これにより、心電データ１０Ａの中から欠測データを
判別することが容易になる。
　また、記憶装置１２は、第２の記憶手段１２Ｂに記憶された心電データ１０Ａのうち、
時刻Ｔ２よりも前に計測された心電データ１０Ａを心電データ１０Ａの更新時に削除する
ように設定することができる。この場合、第２の記憶手段１２Ｂに必要とされるメモリ量
を減らして、記憶装置１２を小型化することができる。
【００１５】
　表示手段１２Ｆは、第２の記憶手段１２Ｂに記憶された心電データ１０Ａのうち、前も
って設定された所定の時間範囲の心電データ１０Ａをその計測時刻と対応させて表示する
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ように構成されている。これにより、記憶装置１２の操作者Ｍは被験者Ｐの心電データ１
０Ａを容易に確認して、その取得および伝送のタイミングを判断することができる。表示
手段１２Ｆは、図３および図４に示すように、具体的には記憶装置１２に設けられたタッ
チパネル１２ａとして形成されている。
　すなわち、タッチパネル１２ａは、その画面上に数値表示欄１２ｂおよび波形表示欄１
２ｃを備えて、上述した心電データ１０Ａの数値および波形を表示するように構成されて
いる。また、タッチパネル１２ａは、その画面上に識別符号表示欄１２ｆおよび現在時刻
表示欄１２ｇを備えて、被験者Ｐの識別符号および現在時刻Ｔを表示するように構成され
ている。
【００１６】
　抽出手段１２Ｅは、後述する入力手段１２Ｃからの制御信号Ｍ２に応じて、第２の記憶
手段１２Ｂに記憶された心電データ１０Ａのうち、所定の時間範囲（以下、この時間範囲
を「抽出範囲」ともいう。）の心電データ１０Ａをその計測時刻と対応させて抽出データ
１２Ｈとして抽出するように構成されている。ここで、心電データ１０Ａの抽出範囲は、
初期状態で時刻Ｔ１から現在時刻Ｔまでの間（以下、この時間範囲を「抽出範囲Ａ」とも
いう。）として設定される。
　また、心電データ１０Ａの抽出範囲は、後述する入力手段１２Ｃからの制御信号Ｍ２に
より、タッチパネル１２ａの抽出開始ボタン１２ｄ（図３参照）が押されてから所定の時
間（本実施形態では２分間）が経過するまでの間（以下、この時間範囲を「抽出範囲Ｂ」
ともいう。）に切り替えることもできる。この場合、心電データ１０Ａの抽出は上記抽出
開始ボタン１２ｄが押された直後から実時間で実行される。
【００１７】
　心電データ１０Ａの抽出範囲が抽出範囲Ｂに設定されている場合、抽出開始ボタン１２
ｄが押されると、図４に示すように、抽出開始ボタン１２ｄが抽出完了ボタン１２ｅに切
り替わり、数値表示欄１２ｂの下側に抽出時間表示欄１２ｌが出現する。抽出時間表示欄
１２ｌには、抽出手段１２Ｅが心電データ１０Ａの抽出を開始してからの経過時間がアナ
ログ表示およびデジタル表示で表示される。
　抽出完了ボタン１２ｅは、押すことにより抽出手段１２Ｅによる抽出データ１２Ｈの抽
出を即座に完了させ、この抽出データ１２Ｈに対して後述する送信データ出力手段１２Ｇ
を機能させるようになっている。なお、抽出完了ボタン１２ｅが抽出データ１２Ｈの抽出
を完了させると、抽出時間表示欄１２ｌはタッチパネル１２ａから消え、抽出完了ボタン
１２ｅは抽出開始ボタン１２ｄに切り替わるようになっている。
　上記各構成により、記憶装置１２の操作者Ｍは、心電データ１０Ａの抽出時間を容易に
確認して、心電データ１０Ａの抽出範囲を適宜短くすることができる。
【００１８】
　送信データ出力手段１２Ｇは、抽出手段１２Ｅによる抽出データ１２Ｈの抽出が完了す
ると自動的に機能するように構成されている。すなわち、送信データ出力手段１２Ｇは、
まず抽出データ１２Ｈに第１の記憶手段１２Ａに記憶された心電計１０および被験者Ｐの
各識別符号を含む付加データ１２Ｉを付加して送信データ１１Ａを作成する。そして、こ
の送信データ１１Ａを添付ファイルとした電子メールを作成し、コンピュータ・ネットワ
ーク１１に接続して上記電子メールを上記被験者Ｐの識別符号と対応して第１の記憶手段
１２Ａに記憶された送信先に宛てて送信する。
　なお、送信データ出力手段１２Ｇは、被験者Ｐとなる対象の識別符号に対応した送信先
が複数設定されている場合、設定された送信先のそれぞれに送信データ１１Ａを送信する
ようになっている。また、送信データ出力手段１２Ｇは、被験者Ｐとなる対象の識別符号
に対応した送信先が設定されていない場合、入力手段１２Ｃから送信先情報Ｍ３が入力さ
れるまで送信データ１１Ａの送信を中断するようになっている。ここで、送信先情報Ｍ３
は、第１の記憶手段１２Ａに記憶されたアドレスを選択することにより入力される。
【００１９】
　入力手段１２Ｃは、図２に示すように、操作者Ｍの入力操作Ｍ１に応じて、第１の記憶
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手段１２Ａ、時刻計測手段１２Ｄ、抽出手段１２Ｅ、および、表示手段１２Ｆに制御信号
Ｍ２を与えて上記各手段を制御することができるように構成されている。すなわち、図３
に示すように、入力手段１２Ｃは記憶装置１２に設けられたタッチパネル１２ａに上述し
た表示手段１２Ｆと一体に形成されて、以下に示す各制御を行うことができるように構成
されている。
（あ）時刻設定ボタン１２ｈを操作して、時刻計測手段１２Ｄが出力する時刻Ｔ１を、現
在時刻Ｔの５秒前、１０秒前、２０秒前のいずれかに切り替えることができる。すなわち
、時刻設定ボタン１２ｈを押すと、時刻Ｔ１が現在時刻Ｔの５秒前、現在時刻Ｔの１０秒
前、現在時刻Ｔの２０秒前の順で切り替わるようになっている。
（い）時刻設定ボタン１２ｈを操作して、心電データ１０Ａの抽出範囲を、抽出範囲Ａま
たは抽出範囲Ｂのいずれかに切り替えることができる。すなわち、心電データ１０Ａの抽
出範囲が抽出範囲Ａに設定されているときに、時刻Ｔ１を現在時刻Ｔの２０秒前に設定し
てから時刻設定ボタン１２ｈを押すと、心電データ１０Ａの抽出範囲の設定が抽出範囲Ｂ
に切り替えられるようになっている。また、心電データ１０Ａの抽出範囲が抽出範囲Ｂに
設定されているときに時刻設定ボタン１２ｈを押すと、時刻Ｔ１が現在時刻Ｔの５秒前に
設定されて、心電データ１０Ａの抽出範囲の設定が抽出範囲Ａに切り替えられるようにな
っている。
（う）表示設定ボタン１２ｉを操作して、波形表示欄１２ｃに表示される心電データ１０
Ａの波形の振幅および波形を表示する時間範囲を調節することができる。また、記憶装置
１２にプリンター（図示省略）が接続されている場合は、表示設定ボタン１２ｉの操作に
より心電データ１０Ａを印刷して出力することができる。
（え）編集ボタン１２ｊを操作して、第１の記憶手段１２Ａに記憶された各データおよび
各設定を編集することができる。
（お）抽出開始ボタン１２ｄを押すことで、抽出手段１２Ｅを起動させることができる。
これにより、抽出開始ボタン１２ｄを１回押すだけで被験者Ｐの心電データ１０Ａを送信
先に送信することができる。
（か）救急ボタン１２ｋを押すことで、第１の記憶手段１２Ａに被験者Ｐの識別符号を新
規に作成して抽出手段１２Ｅを起動させることができる。この場合、新規に作成された識
別符号には対応した送信先が設定されていないので、送信データ１１Ａの送信を完了させ
るために送信データ出力手段１２Ｇに送信先情報Ｍ３を入力する必要がある。これにより
、記憶装置１２に送信命令を与えて送信先を指定するだけで被験者Ｐの心電データ１０Ａ
を送信先に送信することができる。
【００２０】
　表示端末１３、１５は、例えば携帯電話等の携帯型の情報端末であり、専門医Ｄにより
常時携帯されている。表示端末１４、１６は、例えばメインフレーム等の大型でメモリ量
の多いコンピュータであり、病院等の専門医Ｄが駐在する施設に設置されている。表示端
末１３、１４は、それぞれ送信データ出力手段１２Ｇから送信された電子メールを受信可
能に構成されている。表示端末１４、１６は、それぞれサーバー１７から送信された電子
メールを受信可能に構成されている。
　表示端末１３、１４、１５、１６は、送信データ１１Ａが添付された電子メールを受信
すると、この送信データ１１Ａから心電データ１０Ａと、この心電データ１０Ａの計測時
刻と、心電計１０および被験者Ｐの識別情報とを抽出して表示するように構成されている
。なお、表示端末１３、１４、１５、１６は、心電データ１０Ａをその計測時刻と、心電
計１０および被験者Ｐの識別情報とを対応させて表示する（図示省略）ことで、心電デー
タ１０Ａの取り違えを防止するようになっている。
【００２１】
　上記各構成によれば、送信データ出力手段１２Ｇから表示端末１３または表示端末１４
に送信データ１１Ａが送信されると、専門医Ｄは、表示端末１３または表示端末１４に表
示された心電データ１０Ａを判読して被験者Ｐの診断を行うことができる。なお、専門医
Ｄの診断結果および被験者Ｐへの処置方法は、電話等の公知の通信技術を用いて被験者Ｐ
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側（例えば、操作者Ｍまたは被験者Ｐ）に伝えられる。
　すなわち、記憶装置１２が被験者Ｐの近くに置かれることで、心電データ１０Ａの伝送
を被験者Ｐ側の操作者Ｍが簡単に行えるようになり、被験者Ｐの心電データ１０Ａを迅速
に専門医Ｄに伝送することができる。そして、被験者Ｐの心電データ１０Ａの取得および
伝送のタイミングを被験者Ｐ側の操作者Ｍが決定できるようになることで、専門医Ｄに診
断を依頼する心電データ１０Ａをより適切に選択することができる。
【００２２】
　サーバー１７は大型でメモリ量の多いコンピュータであり、送信データ出力手段１２Ｇ
からの電子メールを受信可能に構成されている。また、サーバー１７は、送信データ出力
手段１２Ｇから送信データ１１Ａが添付された電子メールを受信すると、この送信データ
１１Ａをサーバー１７内（すなわち、コンピュータ・ネットワーク１１内）に保存して管
理可能な状態とするように構成されている。
　ここで、「管理」には、例えばサーバー１７外の端末からのアクセスに対してその認証
を行い、適正なアクセスに対してのみサーバー１７内に保存されているファイルの情報を
開示してその編集を可能とする機能が該当する。
【００２３】
　表示端末１５、１６は、図１に示すように、それぞれ上記サーバー１７に対してコンピ
ュータ・ネットワーク１１を介して参照アクセス１５Ａ、１６Ａを行うことができるよう
に構成されている。
　サーバー１７は、上記参照アクセス１５Ａ、１６Ａに応じて、表示端末１５、１６に参
照アクセスのあった送信データ１１Ａを電子メールにより送信するようになっている。す
なわち、送信データ１１Ａはサーバー１７によりコンピュータ・ネットワーク１１内に保
存され、表示端末１５、１６で後から参照できる状態となる。これにより、被験者Ｐの心
電データ１０Ａの伝送時に専門医Ｄが送信データ１１Ａに対応できない状態であっても、
専門医Ｄは後から被験者Ｐの診断をすることができる。
【００２４】
　ところで、第１の記憶手段１２Ａには、表示端末１３、１４、および、サーバー１７の
コンピュータ・ネットワーク１１上の各アドレスに対応して、上記各装置に適合するデー
タ形式の情報が前もって記憶されている。このデータ形式の情報は、第１の記憶手段１２
Ａが出力する付加データ１２Ｉの中に含められて、送信データ出力手段１２Ｇに送られる
ようになっている。そして、送信データ出力手段１２Ｇは、上記データ形式の情報を上記
付加データ１２Ｉから抽出し、この情報に基づいて送信データ１１Ａのデータ形式を切り
替えて電子メールに添付するように構成されている。
　具体的には、メモリ量が少ない携帯型の情報端末である表示端末１３には、送信データ
１１ＡはPDFやJPEG等の不可逆圧縮された画像のデータ形式で送信される。一方、大型で
メモリ量の多いコンピュータである表示端末１４およびサーバー１７には、送信データ１
１Ａは原データをそのまま可逆圧縮したデータ形式、または、DICOMやMFER等の医療デー
タの伝送に適した規格のデータ形式で送信される。
　上記構成によれば、携帯型の表示端末１３に送信されるデータ量を減らして、携帯型の
表示端末１３に被験者Ｐの心電データ１０Ａを表示させることができる。すなわち、専門
医Ｄはどこにいても携帯型の表示端末１３に送信された送信データ１１Ａにより被験者Ｐ
の診断をすることができる。また、専門医Ｄの近くにある大型の表示端末１４に送信デー
タ１１Ａが送信された場合は、専門医Ｄは心電データ１０Ａの原データまたは心疾患の診
断に適したデータを基にしてより正確な診断をすることができる。
【００２５】
　なお、上述した表示端末１５、１６の参照アクセス１５Ａ、１６Ａには、それぞれ各表
示端末１５、１６に適合するデータ形式の情報が含まれている。そして、サーバー１７は
、上記データ形式の情報を上記参照アクセス１５Ａまたは１６Ａから抽出し、この情報に
基づいて送信データ１１Ａのデータ形式を切り替えて電子メールに添付するように構成さ
れている。
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　具体的には、メモリ量が少ない携帯型の情報端末である表示端末１５には、送信データ
１１ＡはPDFやJPEG等の不可逆圧縮された画像のデータ形式で送信される。一方、大型で
メモリ量の多いコンピュータである表示端末１６には、送信データ１１Ａは原データをそ
のまま可逆圧縮したデータ形式、または、DICOMやMFER等の医療データの伝送に適した規
格のデータ形式で送信される。
　上記構成によれば、携帯型の表示端末１５に送信されるデータ量を減らして、携帯型の
表示端末１５に被験者Ｐの心電データ１０Ａを表示させることができる。すなわち、専門
医Ｄはどこにいても携帯型の表示端末１５により被験者Ｐの診断をすることができる。ま
た、専門医Ｄの近くに大型の表示端末１６がある場合は、専門医Ｄは心電データ１０Ａの
原データまたは心疾患の診断に適したデータを基にしてより正確な診断をすることができ
る。
【００２６】
〈第２の実施形態〉
　続いて、第２の実施形態に係る心電データ伝送システム２の構成について、図５を用い
て説明する。第２の実施形態に係る心電データ伝送システム２は、第１の実施形態に係る
心電データ伝送システム１を変形した実施形態である。したがって、上記第１の実施形態
に係る心電データ伝送システム１の各構成と共通する構成については、第１の実施形態に
係る心電データ伝送システム１の各構成に付した符号から、その十の位の数字を「２」に
置き換えた符号を付して対応させ、その詳細な説明を省略する。
　第２の実施形態の心電データ伝送システム２は、図５に示すように、第１の実施形態に
おいて一体に形成された心電計１０および記憶装置１２の代わりに、別体に形成された心
電計２０および記憶装置２２を用いたものである。
【００２７】
　上記心電計２０は、被験者Ｐに取り付けることで、被験者Ｐの１２誘導の心電信号Ｐ１
を自動的に計測するように構成されている。上記記憶装置２２は、例えば救急車等の医療
関係車両に搭載されたコンピュータであり、コンピュータ・ネットワーク２１に常時接続
されている。心電計２０は、BlueTooth（登録商標）等の図示しない無線送信装置を備え
、計測した心電信号Ｐ１を心電データ２０Ａとして記憶装置２２に宛てて実時間で無線送
信するようになっている。
　記憶装置２２は、心電計２０から無線送信された心電データ２０Ａを受信するためのア
ンテナ（図示省略）を備え、受信した上記心電データ２０Ａを記憶して表示するように構
成されている。そして、記憶装置２２は、操作者Ｍの入力操作Ｍ１に応じて心電データ２
０Ａを抽出して送信データ２１Ａを作成し、この送信データ２１Ａを前もって設定された
送信先に電子メールで送信するようになっている。
　上記構成によれば、記憶装置２２をコンピュータ・ネットワーク２１に常時接続させる
ことで、心電データ２０Ａを送信する際にコンピュータ・ネットワーク２１への接続にか
かる時間を省いて、心電データ２０Ａをより迅速に伝送することができる。さらに、記憶
装置２２を被験者Ｐに取り付ける必要をなくして、被験者Ｐにかかる負担を減少させるこ
とができる。
【００２８】
　なお、記憶装置２２は、心電計２０に対して１対１の関係で対応付けられて、心電計２
０以外からの無線送信を受け付けないように構成されている。これにより、記憶装置２２
は、心電計２０とは別体に形成されて、心電データ２０Ａを直接無線で受信するにもかか
わらず、この受信において混線が起こりにくいようになっている。
　また、上記心電データ２０Ａは、心電計２０から原データのまま（すなわち、データ形
式を変えることなく）記憶装置２２に送信され、この記憶装置２２でそのデータ形式が変
換されるようになっている。これにより、被験者Ｐに取り付ける心電計２０から計測デー
タのデータ形式を変換する構成を省略して、被験者Ｐにかかる負担をさらに減少させるこ
とができる。
【００２９】
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　以上、本発明の実施形態を第１および第２の実施形態を用いて説明したが、本発明は上
記実施例のほか以下のような各種の形態で実施できるものである。
（イ）同一の表示端末に、サーバーに参照アクセスを行う機能と記憶装置から直接送信デ
ータを受信する機能の両方の機能を持たせることができる。
（ロ）記憶装置がサーバーを送信先として電子メールを送信する構成は必須ではなく、例
えば上記電子メールの送信時に経由する経由サーバーに送信データを記憶させる構成を用
いることができる。この場合、表示端末は、送信された電子メールのヘッダー情報から上
記経由サーバーの情報を抽出し、この経由サーバーに参照アクセスを行うことで、送信デ
ータを後から参照することができる。
（ハ）サーバーを省略し、各表示端末に送信データを分散させて管理可能に保存する構成
を用いることができる。
（ニ）送信データの送信方法は電子メールに添付する方法に限定されず、例えばFTPやSCP
等の電子メールによらない通信プロトコルを用いた送信方法、または、ピア・ツー・ピア
等の端末間で直接データの伝送を行う通信形式による送信方法を用いることができる。
【符号の説明】
【００３０】
１　　　心電データ伝送システム
１０　　心電計
１０Ａ　心電データ
１１　　コンピュータ・ネットワーク
１１Ａ　送信データ
１２　　記憶装置
１２Ａ　第１の記憶手段
１２Ｂ　第２の記憶手段
１２Ｃ　入力手段
１２Ｄ　時刻計測手段
１２Ｅ　抽出手段
１２Ｆ　表示手段
１２Ｇ　送信データ出力手段
１２Ｈ　抽出データ
１２Ｉ　付加データ
１２ａ　タッチパネル
１２ｂ　数値表示欄
１２ｃ　波形表示欄
１２ｄ　抽出開始ボタン
１２ｅ　抽出完了ボタン
１２ｆ　識別符号表示欄
１２ｇ　現在時刻表示欄
１２ｈ　時刻設定ボタン
１２ｉ　表示設定ボタン
１２ｊ　編集ボタン
１２ｋ　救急ボタン
１２ｌ　抽出時間表示欄
１３　　表示端末
１４　　表示端末
１５　　表示端末
１５Ａ　参照アクセス
１６　　表示端末
１６Ａ　参照アクセス
１７　　サーバー
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２　　　心電データ伝送システム
２０　　心電計
２０Ａ　心電データ
２１　　コンピュータ・ネットワーク
２１Ａ　送信データ
２２　　記憶装置
２３　　表示端末
２４　　表示端末
２５　　表示端末
２５Ａ　参照アクセス
２６　　表示端末
２６Ａ　参照アクセス
２７　　サーバー
Ｄ　　　専門医
Ｍ　　　操作者
Ｍ１　　入力操作
Ｍ２　　制御信号
Ｍ３　　送信先情報
Ｐ　　　被験者
Ｐ１　　心電信号
Ｔ　　　現在時刻
Ｔ１　　時刻
Ｔ２　　時刻
                                                                                

【図１】 【図２】
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